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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成20年　1月　23日　(水)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　松沢　厚子　　　記録者　　本川　沙織
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

・転倒事故が相次いで発生しています。見守り・介入をしっかりと行い、患者様の安全を第一に優先し業務を行っていきましょう。
・褥瘡評価の用紙のコピーが病棟にきたら、すぐカルテにはさまず、褥瘡委員へ渡してください。
＜患者様連絡事項＞
・慶長　節子様～異常体験に左右された言動、夜間の睡眠不安定見られることから、
　　　　　　　　精神神経用剤　2T　1×寝る前　7日分臨時処方となり以後定期となります。スタッフや他患者様への干渉あり、落ち着かない状態です。精神状態の観察・睡眠状態の観察、トラブルや転倒事故が起こらないよう介入して行きましょう。
・玉井　悠策様～おやつについてですが、自己管理だと他患者様にあげたり、買い物した事を忘れたりということがあります。今後はAユニットスタッフオフィス預かりとします。本人様は、預りについて不満を話し、スタッフを威嚇してきます。本日、興奮が落ち着いた頃説明すると、預かりについては了承しています。しかし、言われた事や自分のした事等忘れてしまうので、上記を説明し、時間となったら適量渡す事を説明していきましょう。

＜皮膚科診察報告＞
・山下　ヨシ様～鼻の下に湿疹見られ、急性湿疹との診断、抗生物質副腎皮質ホルモン混合剤（軟膏）塗布の指示あります。過度な洗面・鼻のかみすぎ等、刺激となるので、過度とならないよう介入しましょう。
※皮膚科より～皮膚科で使用するタオルを、患者様のクーリング時のカバー等として使用しないで下さい。徐々にタオルがなくなり足りなくなっています。患者様には個人のタオルを使用しましょう。ないのであれば、買い物カードで購入したり、御家族へ依頼して下さい。

＜褥瘡評価・検討＞
・佐々木　利男様～両踵部は改善傾向です。引き続き、臥床時や車椅子で過ごして居る時は適宜踵部を浮かせて、徐圧していきましょう。
・三浦　一男様～臀部は悪化見られません。引き続き、体位交換表を元に体位交換し、創部の処置・観察を施行していきましょう。
・長根　矢一様～時折自分で動かれていますが、ほとんどは臥床している時間が長い為、褥瘡ができる可能性が十分に考えられます。おむつ交換時や見守り時には身体の好発部位を観察し、体位交換や褥瘡予防用具を使用して、褥瘡を予防していきましょう。
＜生活機能回復訓練報告・検討＞

・田中　金太郎様～立ち上がり多く、座っている場所から移動しようとしていること目立っています。帰宅願望ある様子でドア付近にいることや「車で送ってけろ」など話してくることありますが、プログラム中は落ち着いて参加しています。下肢の浮腫強く疼痛訴えることあり、マッサージ後に下肢の運動行っています。

・向谷地　吉幸様～声掛けで時折プログラム見学されています。プログラム終了後スタッフを呼び「私は自分の体のことで精一杯でとってもできません。すばらしいことをやられているのですが････」とまとまりなく話しています。見学だけでも良いこと伝え、自室で臥床を少なくしていきましょう。

・慶長　節子様～突発的に他者の私物を取ろうとし介入に興奮することあります。他者の私物は「あれは私の物だ」と話しており、理解できない様子です。私物を取られた患者様も　興奮するため、トラブルとならないように見守り・介入していきましょう。

・久慈　脩様～比較的穏やかにプログラム参加しています。体操やその他の活動も熱心に参加しており、今後もプログラムへ声掛け・誘導していきましょう。

＜連絡＞

・Ｃ・Ｄユニットプログラムの実施手順を作成しています。大まかな流れとして目安となる時間を設定していますので、実施するときには確認お願いします。Ｄユニットプログラム引き出しの中に保管します。（体操や活動の資料は別のプログラムファイルにあります。）

＜退院時療養検討会＞

・中村　治彦様（65）　脳血管性認知症　介護度5

主治医：田名部・千葉良
入院年月日：平成19年7月18日
退院予定日：平成20年1月25日10：30

入院当初：不眠・不穏みられるが、現在は時折浅眠みられるが、不穏はみられない。
現在の問題点：オムツはずし・車椅子からの故意なずりおち。
ADL：食事・排泄・入浴においてすべて全介助
移動：他者からの操作にて車椅子使用。
プログラム：最初は計算にも取り組めていたが、最近では会話・返答等の反応が減った。
褥瘡：なし

感染症：なし

最近の様子：平成19年12月より、反応の鈍さみられる。現在は、うなづき程度の意思表示・手招き、こちらからの声掛けには反応みられる。認知機能のレベル低下・嚥下機能の低下がみられる。

退院後：福寿荘に入所し、今後は系列の松平病院での治療継続となる。







